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「
十
七
条
御
法
語
」
に
つ
い
て

―
第
十
一
条
法
語
に
関
す
る
伝
承
と
変
遷
―

長

尾

隆

寛

本
発
表
は
、
法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
省
略
）
の
御
法
語
が
ど
の
よ
う
な
伝
承
や
変
遷

を
経
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
『
西
方
指
南
抄
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
十
七
条
御
法

語
」
に
注
目
し
、
そ
の
中
で
も
第
十
一
条
に
つ
い
て
、
諸
師
の
著
作
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
見
て
い
き
、

御
法
語
の
意
義
や
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。「
十
七
条
御
法
語
」
と
は
、
法
然
の

御
法
語
が
集
め
ら
れ
構
成
さ
れ
て
い
る
法
語
集
の
一
つ
で
あ
る
『
西
方
指
南
抄
』
に
所
収
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
西
方
指
南
抄
』
に
つ
い
て
は
、
書
誌
学
的
な
問
題
が
あ
り
、
紙
面
の
関
係

上
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、『
西
方
指
南
抄
』
や
そ
の
中
の
「
十
七
条
御
法
語
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
背
景
で
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

「
十
七
条
御
法
語
」
の
第
十
一
条
（
以
下
、「
十
七
条
⑪
」
と
す
る
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
る
。

又
云
、
往
生
ノ
業
成
ハ
、
念
ヲ
モ
テ
本
ト
ス
。
名
号
ヲ
称
ス
ル
ハ
、
念
ヲ
成
セ
ム
カ
タ
メ
也
。

モ
シ
声
ヲ
ハ
ナ
ル
ル
ト
キ
、
念
ス
ナ
ワ
チ
懈
怠
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
常
恒
ニ
称
唱
ス
レ
ハ
ス
ナ
ハ

チ
念
相
続
ス
。
心
念
ノ
業
、
生
ヲ
ヒ
ク
カ
ユ
ヘ
也（

（
（

。

こ
こ
で
は
、
往
生
と
い
う
目
的
が
果
た
さ
れ
る
に
は
「
念
」
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
阿

弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
は
「
念
」
を
成
ず
る
た
め
で
あ
り
、
称
名
を
し
な
け
れ
ば
「
念
」
は

懈
怠
し
、
常
に
称
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
念
」
は
相
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
称
名
と
念
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
た
め
「
念
声
是
一
論
」
を
中
心
に
こ

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
法
然
の
「
念
声
是
一
論
」
は
、
第
一
義
と
し
て
は
『
選
択
集
』
第
三
章

に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
第
二
義
と
し
て
異
な
る
解
釈
が
あ
る
。

法
然
が
『
選
択
集
』
を
著
し
た
後
に
明
恵
は
『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
に
お
い
て
、「
此
義
甚
不
可
也
。

念
者
是
心
所
、
声
者
是
色
。
心
声
既
異
何
為
二
一
体
一
乎
」
と
し
、「
念
」
は
「
心
所
」
で
あ
り
、「
声
」

は
「
色
法
」
で
あ
り
、
こ
の
異
な
る
二
者
を
一
体
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
『
選
択
集
』
に
説
か
れ

る
「
念
声
是
一
論
」
を
批
判
す
る
。
こ
の
「
念
」
と
「
声
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
法
然
門
下
の

解
釈
を
中
心
に
考
察
す
る
。

浄
土
宗
第
二
祖
聖
光
は
『
西
宗
要
』
に
お
い
て
、「
行
者
必
心
勧
也
行
心
勧
可
レ
知
南
無
阿
弥
陀
仏

申
時
心
勧
様
是
往
生
為
也
思
心
ナ
ヲ
ス
也
心
行
励
事
可
レ
知
行
心
励
事
有
一
向
云
ワ
ロ
キ
也
心
心
勧

心
行
勧
行
行
勧
行
心
勧
也
」
と
し
、「
声
」
と
「
念
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
声
」
→
「
念
」
→
「
声
」

と
い
っ
た
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
三
祖
良
忠
の
『
伝
通
記
』
で
は
、
蓮
華
谷
（
明
遍
）
の
言
葉
と
し
て
、「
蓮
華
谷
云
念
在
レ
内

言
彰
レ
外
行
者
信
レ
仏
欣
心
深
故
出
レ
声
而
唱
二
仏
救
一
レ　  

我
也
」
と
あ
り
、「
念
」
→
「
声
」
と
い
う

過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勝
願
院
（
良
遍
）
の
解
釈
と
し
て
、「
勝
願
院
云
凡
夫
行
中
称
名

最
勝
所
二
以
然
一
者
凡
夫
雖
レ
修
二
自
余
妙
行
一
其
心
散
漫
而
不
二
相
続
一
其
行
難
レ
成
唯
称
名
行
常
不
レ
忘

レ
仏
不
レ
忘
レ
仏
故
成
二
決
定
業
一
謂
心
忘
レ
仏
時
口
称
二
仏
名
一
其
声
入
二
我
耳
一
引
二
起
我
心
念
一
心
念
若

起
此
念
亦
勧
レ
声
令
レ
唱
二
仏
名
一
是
故
念
勧
レ
声
声
起
レ
念
常
不
レ
忘
レ
仏
有
二
此
益
一
故
法
蔵
比
丘
立
二
称

名
願
一
」
と
あ
り
、「
声
」
→
「
念
」・「
念
」
→
「
声
」
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、「
声
」
→
「
念
」

→
「
声
」
と
い
う
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
良
忠
は
、「
念
」
を
心
意
と
し
、
そ
の
心
意
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
称
名
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
「
念
」
を
三
心
と
と
ら
え
、「
声
」
→
「
念
」

と
は
、
称
名
に
よ
っ
て
三
心
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（
（

。
ま
た
、
良
忠
は
、

「
念
」
を
阿
弥
陀
仏
を
思
う
心
、
忘
れ
な
い
心
と
し
て
捉
え
、「
声
」
が
そ
の
「
念
」
を
形
成
し
、
さ

ら
に
そ
の
「
念
」
が
「
声
」
を
形
成
し
続
け
る
と
し
て
い
る（

（
（

。

「
十
七
条
⑪
」
で
は
、「
声
」
→
「
念
」
→
「
声
」
の
過
程
の
中
、「
声
」
→
「
念
」
と
い
う
部
分
を
示
し
、

そ
の
後
「
声
」
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、「
相
続
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
後
ま
た
「
声
」
に
つ
な
が
り
、「
声
」
→
「
念
」
→
「
声
」
→
…
…
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の「
念
声
是
一
論
」

は
、
第
一
義
と
比
べ
る
と
や
は
り
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
最
後
に
こ
の
詞
が
ど
の

よ
う
な
背
景
で
説
か
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
十
七
条
⑪
」
の
伝
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、良
忠
が
「
念
声
是
一
論
」

の
第
二
義
に
関
し
て
は
、
自
身
の
詞
で
は
な
く
、
明
遍
・
良
遍
の
詞
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
南
都
浄
土
教
者
の
代
表
と
さ
れ
る
両
師
の

伝
歴
や
浄
土
宗
と
の
関
連
を
考
察
し
、
以
下
の
結
論
を
出
し
た
。

「
十
七
条
⑪
」
に
説
か
れ
る
よ
う
な
「
念
声
是
一
論
」
は
や
は
り
明
恵
や
『
興
福
寺
奏
状
』
を
出

し
た
貞
慶
な
ど
を
中
心
と
し
た
南
都
仏
教
か
ら
の
批
判
を
発
端
と
し
、
そ
れ
を
意
識
し
て
良
忠
な
ど
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が
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
明
遍
に
関
し
て
は
、
法
然
と
の
散
心
念
仏
に
関

す
る
問
答
が
残
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
問
答
は
、第
二
義「
念
声
是
一
論
」に
お
け
る「
念
」と「
声
」

の
問
題
を
意
識
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
明
遍
が
こ
の
問
題
に
敏
感
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
良
遍
に
も
明
遍
と
同
様
の
散
心
念
仏
に
関
す
る
良
忠
と
の
問
答
が
残
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た

良
遍
は
、
至
心
を
至
誠
心
と
捉
え
、
念
仏
を
修
す
時
に
は
至
心
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ

ら
に
は
、
念
仏
を
相
続
す
る
内
に
専
注
の
心
が
お
こ
る
と
も
し
て
い
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
な
明
遍
・
良
遍
の
思
想
を
見
る
と
き
、
明
恵
だ
け
で
な
く
、
南
都
に
お
け
る
「
念
声
是

一
論
」
の
中
心
問
題
、
特
に
法
然
に
対
す
る
批
判
が
第
二
義
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
背
景
や
、
良
忠
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
明
遍
・
良
遍
二
師
の
詞
を
も
っ
て
解
釈
し
て
お

り
、
良
忠
が
明
遍
と
良
遍
を
抱
き
合
わ
せ
で
引
用
す
る
理
由
が
ど
ち
ら
も
南
都
を
代
表
し
た
学
匠
で

あ
り
、
旧
仏
教
に
対
す
る
説
得
力
を
持
つ
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、「
十
七
条
⑪
」

に
説
か
れ
る
内
容
が
南
都
に
お
け
る
問
題
で
あ
り
、
南
都
浄
土
教
者
に
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
他
に
、第
一
条
法
語
と
の
関
連
や
他
の
条
と
の
関
係
を
考
察
し
た
結
果
、

「
十
七
条
御
法
語
」
全
体
が
南
都
浄
土
教
者
、
特
に
そ
れ
を
代
表
す
る
明
遍
や
良
遍
や
そ
の
周
辺
と

大
変
深
い
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、南
都
浄
土
教
と
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
で
み
た
も
の
は
以
上
の
数
条
の
み
で
あ
る
た
め
、

今
後
は
こ
の
視
点
を
も
と
に
、
さ
ら
に
他
の
条
と
の
関
連
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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